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市
況

日
（
○
は
消
費
税
込
み
、
◇
は
抜
き
）

◇鶏卵 ㌔

○枝肉 芝浦 ㌔
豚 安値 高値 加重平均
極上 627 656 639
上 594 702 634
中 531 698 593
並 410 605 542
等外 356 563 483

5 4 3 2 1
和牛雌Ａ271123952193 － －
同去勢Ａ268224122214 － －
交雑雌Ａ －181316511525 －
同去勢Ａ －1837 － － －
売買頭数 牛 315 豚 523

全農たまご キトクフーズ
安 高 加重平均 安 高 加重平均

ＬＬ 238 264 245 237 264 245
Ｌ 249 275 255 246 274 253
Ｍ 249 275 255 246 274 253
ＭＳ 264 290 270 263 291 270
Ｓ 243 269 250 243 269 250
ＳＳ 193 219 200 192 218 199
特殊 138 275 138 280

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢
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「入管収容死」はなぜ続くのか

７
月
６
日
オ
ン
ラ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集

毎
日
新
聞
社
は
７
月
６
日
午
後
７
時
半
か

ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
ウ
ィ
シ
ュ
マ
さ

ん
の
命
が
問
う
も
の
〜
『
入
管
収
容
死
』
は
な

ぜ
続
く
の
か
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

名
古
屋
出
入
国
在
留
管
理
局
（
名
古
屋
市
）

で
収
容
中
だ
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
人
女
性
ウ
ィ
シ

ュ
マ
・
サ
ン
ダ
マ
リ
さ
ん
（
当
時

歳
）
が
３

月
に
亡
く
な
っ
た
問
題
は
、
死
に
至
る
経
緯
に

不
審
点
が
多
く
、
外
国
人
の
在
留
管
理
を
厳
格

化
す
る
入
管
法
改
正
案
の
国
会
審
議
で
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は

毎
日
新
聞
｢
入
管

難
民
問

題
取
材
班
｣
の
和
田
浩
明

上
東
麻
子
の
両
記

者
、
国
会
審
議
を
取
材
し
た
政
治
部
の
宮
原
健

太
記
者
、
外
国
人
の
労
働
問
題
や
入
管
・
難
民

問
題
に
詳
し
い
指
宿
昭
一
弁
護
士
‖
写
真

‖

が
登
壇
。
こ
れ
ら
の
取
材
を
精
力
的
に
続
け
る

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安
田
菜
津
紀
さ
ん

‖
同

‖
が
司
会
を
務
め
ま
す
。
ウ
ィ
シ
ュ
マ

さ
ん
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん

か
。参

加
費
は
１
６
５
０
円
(
税
込
み
)

歳
以

下
５
５
０
円
(
同
)
定
員
２
０
０
人

Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
｢
毎
日
新
聞
リ
リ
ー
ス
｣
で
ネ
ッ
ト
検
索
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
締
め

切
り
は
６
日
正
午
。
ウ
ェ
ブ
会
議

シ
ス
テ
ム「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ（
ズ
ー
ム
）
」

の
「
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」
機
能
を
使
用

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
毎
日
新
聞
社

イ
ベ
ン
ト
担
当

（

＠

）
。

天
皇
臨
席
指
揮
に
感
激

2

「
明
治
天
皇
御
紀
附
図
稿
本

巻
１
」
よ
り
「
習
志
野
原
演

習
行
幸
の
図
」
（
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
）

船橋市郷土資料館の隣に移転した「明治

天皇駐蹕之処の碑」‖船橋市薬円台で

明治６年近衛兵2800人が大演習

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

露
営
の
地
記
念
し
た
石
碑

命名「篠原にならへ」地元で有力

明
治
維
新
後
の
１
８
７

３
（
明
治
６
）
年
４
月

日
、
旧
徳
川
幕
府
が
軍
馬

育
成
の
目
的
で
馬
を
放
牧

し
て
い
た
「
小
金
牧
」
の

一
部
だ
っ
た
大
和
田
原

（
現
在
の
船
橋
市
と
習
志

野
市
、
八
千
代
市
の
一
部
）

で
、
明
治
天
皇
が
臨
席
し

て
近
衛
兵
の
大
演
習
が
行

わ
れ
た
。
こ
こ
が
後
の
「
習

志
野
原
」
で
、
大
演
習
が

命
名
の
契
機
と
も
な
っ

た
。明

治
天
皇
は

（
慶
応

３
）
年
、
「
王
政
復
古
の

大
号
令
」
を
発
し
た
。
翌

年
１
月
に
京
都
で
戦
い
の

火
ぶ
た
を
切
っ
た
「
鳥
羽

伏
見
の
戦
い
」
か
ら
始
ま

っ
た
戊
辰
戦
争
で
、
薩
摩

・
長
州
藩
を
中
心
と
し
た

新
政
府
軍
は
旧
幕
府
軍
に

勝
利
す
る
。

新
政
府
は

年
、
江
戸

を
東
京
と
改
称
し
、
年
号

を
明
治
と
し
た
。
明
治
天

皇
は

年
に
京
都
か
ら
東

京
に
行
幸
し
、
事
実
上
の

「
遷
都
」
と
な
っ
た
。
新

政
府
は
薩
摩
・
長
州
・
土

佐
の
藩
兵
を
中
心
に
「
御

親
兵
（
の
ち
近
衛
兵
）
」

を
組
織
し
、
天
皇
を
守
る

態
勢
を
整
え
た
。

年
に

陸
軍
省
、
海
軍
省
を
設
置

し
、
翌
年
に
は
北
海
道
を

除
い
た
全
国
を
６
軍
管
区

制
に
分
割
す
る
な
ど
富
国

強
兵
策
を
進
め
る
。

年
１
月
に
は
徴
兵
制

が
敷
か
れ
た
。
軍
兵
の
充

足
を
目
指
す
中
で
行
わ
れ

た
の
が
、
近
衛
兵
四
個
大

隊
約
２
８
０
０
人
が
集
結

し
て
開
催
さ
れ
た
大
演
習

だ
っ
た
。
明
治
天
皇
は
４

月

日
に
大
和
田
原
に
着

き
、
現
地
で
露
営
を
し
て

翌

日
の
演
習
を
統
監
し

た
。
当
時
天
皇
の
信
頼
が

厚
か
っ
た
近
衛
都
督
・

西
郷
隆
盛
が
供
を
務
め

た
。こ

の
日
は
大
変
な
暴
風

雨
だ
っ
た
。
近
衛
兵
は
紅

白
両
軍
に
分
か
れ
て
、
天

皇
の
見
守
る
中
で
演
習
を

行
っ
た
。
天
皇
は
近
臣
者

か
ら
雨
に
濡
れ
た
衣
服
の

着
替
え
を
す
る
か
聞
か
れ

た
が
、
「
兵
士
た
ち
も
着

替
え
る
の
か
」
と
一
言
述

べ
、
受
け
入
れ
な
か
っ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残

る
。演

習
で
、
明
治
天
皇
に

最
も
印
象
に
残
っ
た
指
揮

を
み
せ
た
の
が
西
郷
の
部

下
で
薩
摩
出
身
の
篠
原
国

幹
だ
っ
た
。
当
時
の
天
皇

は
弱
冠

歳
。
若
い
感
性

が
刺
激
さ
れ
、
見
事
な
指

揮
ぶ
り
に
感
激
し
た
よ
う

だ
。
演
習
後
の
講
評
で
「
多

く
の
兵
が
こ
の
篠
原
に
な

ら
へ
」
と
発
言
し
た
こ
と

か
ら
、
「
な
ら
へ
篠
原
」

↓
「
な
ら
し
の
は
ら
」
と

転
化
し
て
、「
習
志
野
原
」

に
つ
な
が
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
「
習
志
野
原
」

命
名
の
一
逸
話
だ
。

同
年
５
月
に
は
、
「
習

志
野
ノ
原
」
と
書
か
れ
た

天
皇
直
筆
の
宸
筆
が
贈
ら

れ
た
。
現
在
は
船
橋
市
薬

円
台
の
陸
上
自
衛
隊
第
一

空
挺
団
内
の
空
挺
館
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。

習
志
野
原
の
命
名
の
経

緯
を
巡
っ
て
は
、
「
な
ら

さ
れ
た
凸
凹
の
少
な
い
原

野
」
と
い
う
説
や
、
逆
に

荒
地
を
馬
の
飼
育
用
に
な

ら
し
た
土
地
と
い
う
説
な

ど
い
く
つ
か
あ
る
。
し
か

し
、
地
元
で
は
先
の
天
皇

命
名
説
が
有
力
で
あ
る
。

【
山
岸
良
二
・
習
志
野
市

文
化
財
審
議
会
長
】

船
橋
市
郷
土
資
料
館

（
同
市
薬
円
台
）
の
隣
に
、

明
治
天
皇
が
演
習
を
視
察

に
訪
れ
た
こ
と
を
記
念
す

る
「
明
治
天
皇
駐
蹕
之

処
の
碑
」
が
あ
る
。
「
駐

蹕
」
は
、
天
子
が
一
時
そ

の
土
地
に
滞
在
す
る
こ
と

な
ど
を
意
味
す
る
言
葉

だ
。

高
さ
３
・
９
㍍
、
幅
１

・
６
㍍
の
巨
大
な
石
碑

で
、大
正
６
（
１
９
１
７
）

年
建
立
と
記
さ
れ
る
。
碑

文
は
陸
軍
大
将
の
山
県
有

朋
が
揮
毫
し
た
。
背
面
に

は
、
明
治
天
皇
が
こ
の
地

で
露
営
し
て
演
習
を
視
察

し
た
こ
と
や
習
志
野
之
原

と
命
名
し
た
こ
と
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。

資
料
館
か
ら
約
６
０
０

㍍
の
位
置
に
あ
る
み
ゆ
き

町
会
会
館
（
同
市
習
志
野

台
）
の
脇
に
あ
っ
た
が
、

会
館
の
建
て
替
え
を
き
っ

か
け
に
１
９
９
４
年
に
移

転
し
た
。
船
橋
市
は
石
碑

が
あ
っ
た
元
々
の
場
所
を

「
習
志
野
地
名
発
祥
の
地
」

と
し
て
い
る
。

天
皇
が
外
出
す
る
こ
と

を
「
行
幸
」
ま
た
は
「
御

幸
」
と
呼
ぶ
。
明
治
天
皇

が
露
営
し
た
場
所
は
「
御

幸
台
」
と
呼
ば
れ
た
と
い

い
、
み
ゆ
き
町
会
の
名
前

に
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
御
幸
台
の
名
前
は
地

名
と
し
て
は
残
っ
て
い
な

い
が
、
近
く
の
市
立
薬
円

台

小

学

校

の

校

歌

に

「
御
幸
台
か
ら
の
ぼ
る
日

の

朝
の
ひ
か
り
を

ま

ず
受
け
て
」
の
歌
詞
が
あ

る
。こ

の
行
幸
の
際
に
天
皇

が
昼
食
を
と
っ
た
場
所

（
現
在
は
千
葉
銀
行
船
橋

支
店
）
は
、
「
明
治
天
皇

船
橋
行
在
所
」
と
し
て
県

指
定
史
跡
と
な
っ
て
い

る
。

【
小
林
多
美
子
】

５
月
に
ル
ワ
ン
ダ
の
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に
布
マ
ス
ク
を
手
渡
し
た
中
村
雄
一
さ
ん
（
右
端
）

‖
本
人
提
供

◇
コ
ロ
ナ
医
療
支
援
金

１
万
円
‖
藤
田
優
子
さ
ん

（
千
葉
市
美
浜
区
）

◇
社
会
福
祉
寄
金

１
万
５
０
０
０
円
‖
匿
名

（
千
葉
市
花
見
川
区
）

◇
海
外
難
民
救
援
金

２
０
０
０
円
‖
匿
名
（
松

戸
市
）

◇
小
児
が
ん
征
圧
募
金

１
万
５
０
０
０
円
‖
匿
名

（
千
葉
市
花
見
川
区
）

◇
毎
日
希
望
奨
学
金

１
万
円
‖
藤
田
優
子
さ
ん

（
千
葉
市
美
浜
区
）
▽
同
‖

匿
名
（
香
取
市
）
▽
５
０
０

０
円
‖
匿
名
（
浦
安
市
）

〈
ご
送
金
は
趣
旨
を
通
信

欄
に
書
き
、
毎
日
新
聞
東
京

社
会
事
業
団
（
郵
便
振
替
０

０
１
２
０
・
０
・
７
６
４
９

８
）
へ
。
匿
名
希
望
の
方
は
、

そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
〉

東
葛
６
市
の
中
学
生
が

た
す
き
を
つ
な
ぐ
「
東
葛

飾
地
方
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
」
（
毎
日
新
聞
社
な

ど
主
催
）
の
主
催
者
会
議

が
６
月

日
開
か
れ
、

月

日
に
２
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
る

回
大
会
に
つ

い
て
、
無
観
客
で
の
実
施

を
決
め
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の

た
め
。
集
団
応
援
を
禁
止

す
る
と
と
も
に
、
各
選
手

へ
の
付
き
添
い
は
１
人
に

制
限
し
、
参
加
人
数
も
極

力
減
ら
す
。
開
・
閉
会
式

の
中
止
も
決
め
た
。

１
９
４
８
年
に
始
ま
り

年
の
歴
史
が
あ
る
東
葛

中
学
駅
伝
は
、
白
バ
イ
の

先
導
で
計
７
０
０
人
以
上

が
た
す
き
を
つ
な
ぐ
伝
統

の
大
会
と
し
て
知
ら
れ

る
。
公
道
を
規
制
し
て
設

け
ら
れ
る
コ
ー
ス
沿
い

は
、
各
校
の
生
徒
や
駅
伝

フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ
い
、
大

会
の
名
物
と
な
っ
て
い

る
。

回
大
会
は
松
戸
市
を

ス
タ
ー
ト
、
野
田
市
を
ゴ

ー
ル
と
す
る
約

㌔
（

区
間
）
で
昨
年
行
わ
れ
る

予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
初
め
て
中
止

に
。
今
年
は
同
じ
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
、
初
参
加
と
な

る
柏
市
立
柏
の
葉
中
、
県

立
東
葛
中
の
２
校
を
含
め

た
過
去
最
多
の

校
が
出

場
す
る
予
定
。

【
橋
本
利
昭
】

途上国の子に布マスク
松戸のＮＰＯ感染対策の授業も

東
葛
中
学
駅
伝
無
観
客
で

集
団
応
援
な
し

開
・
閉
会
式
中
止

途
上
国
で
の
教
育
支
援

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
な
か
よ
し
学
園
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」（
松
戸
市
）
が
、

寄
付
を
募
っ
て
集
め
た
布

マ
ス
ク
を
途
上
国
の
子
ど

も
た
ち
に
送
る
活
動
を
続

け
て
い
る
。
７
月
に
は
、

代
表
の
中
村
雄
一
さ
ん

(

)
が
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

国
を
訪
ね
、
５
月
に
あ
っ

た
火
山
噴
火
の
被
災
地
を

回
っ
て
マ
ス
ク
を
手
渡
す

と
と
も
に
、
防
災
の
授
業

を
行
う
。

同
法
人
は
、
家
庭
教
師

の
中
村
さ
ん
が
、
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
の
、
教
育
環

境
の
整
っ
て
い
な
い
地
域

の
子
ど
も
た
ち
に
出
前
授

業
を
行
う
た
め
、
２
０
１

９
年
３
月
に
設
立
し
た
。

こ
れ
ま
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
や

ウ
ガ
ン
ダ
な
ど
５
カ
国
を

訪
れ
、
科
学
実
験
な
ど
の

授
業
を
行
っ
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
、

年
３

月
以
降
は
現
地
で
の
活
動

は
休
止
し
て
い
た
が
、
途

上
国
の
知
人
か
ら
マ
ス
ク

が
不
足
し
、
感
染
対
策
が

十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い

実
情
を
知
ら
さ
れ
、
マ
ス

ク
を
届
け
よ
う
と
活
動
を

再
開
。
個
人
や
団
体
、
企

業
に
寄
付
を
呼
び
掛
け
、

繰
り
返
し
使
え
る
布
マ
ス

ク
を
約
１
万
枚
を
集
め

た
。

年

月
か
ら

年
１

月
に
は
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

国
、
４
月
か
ら
５
月
に
は

ウ
ガ
ン
ダ
、
ル
ワ
ン
ダ
を

訪
れ
、
小
学
校
や
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

に
詰
め
込
ん
だ
布
マ
ス
ク

を
手
渡
し
、
感
染
対
策
の

出
前
授
業
を
し
た
。
授
業

で
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴

や
感
染
対
策
に
つ
い
て
話

し
「
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
ユ
ア
ハ

ン
ズ
（
手
を
洗
お
う
）
」

と
強
調
し
た
と
い
う
。

中
村
さ
ん
は
「
少
し
で

も
感
染
対
策
や
医
療
体
制

が
十
分
で
は
な
い
地
域
の

力
に
な
り
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。
【
真
田
祐
里
】

県
職
員
ボ
ー
ナ
ス

平
均
79
万
円
支
給

県
職
員
に
６
月

日
、

夏
の
ボ
ー
ナ
ス
（
期
末
・

勤
勉
手
当
）
が
支
給
さ
れ

た
。
管
理
職
を
含
む
一
般

職
員
（
平
均
年
齢

・
９

歳
）
へ
の
平
均
支
給
額
は

万
６
０
８
９
円
で
、
２

０
２
０
年
６
月
期
に
比
べ

２
万
１
６
８
４
円
減
少
し

た
。
県
人
事
委
員
会
が
昨

年

月
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
民
間
の
厳
し
い
状
況
を

踏
ま
え
、
支
給
月
数
を
０

・
０
２
５
カ
月
引
き
下

げ
、
２
・
２
２
５
カ
月
に

す
る
よ
う
勧
告
し
て
い

た
。教

員
（
同

・
９
歳
）

へ
の
支
給
額
は

万
２
５

２
８
円
、
警
察
官
（
同

・
７
歳
）
は

万
７
０
０

５
円
。
４
月
就
任
の
熊
谷

俊
人
知
事
に
は
１
１
８
万

８
５
０
０
円
が
支
給
さ
れ

た
。
副
知
事
は
３
１
６
万

３
６
３
３
円
。
県
議
会
議

長
は
２
８
９
万
７
１
０
０

円
で
、
県
議
は
２
２
９
万

６
８
０
０
円
だ
っ
た
。

【
石
川
勝
義
】
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